
本 日 第１９６４回 ２０１１年５月１３日(金) No.１８５５

本日のプログラム Today's Program 卓話者：桜井 雅博君

点 鐘 演 題：「広報のあり方とコンピュタの活用について」

ロータリーソング 「それでこそ ロータリー」

前 回 第１９６３回 ２０１１年５月６日(金) 記 録

○斉 唱：「君が代」・「奉仕の理想」
○来訪者：なし
○出席者：会員29名中25名出席 出席率86.20％

前々回補正出席率は４月15日分96.56％

会長あいさつ 山田 直樹

長 い ゴ

ー ル デ ン

ウ ィ ー ク

が 終 わ り

ました｡皆

さん､いか

が お 過 ご

し に な ら

れ ま し た

か ｡ 私 は､

５月３日にバスに乗って日帰りで熊野古道を歩

くツアーに参加してきました。道中高速道路が

大変混みあって予定の時間よりかなり遅くの現

地到着となりましたが、天候も悪くなく､鶯のな

く山中をおいしい空気を吸いながら､快適に歩い

てきました。昨年に続いて2回目の熊野古道でし

た｡本当は３月に歩く予定でしたが､大震災のた

め日延べしていまして､今回実行となりました｡

仲間うち10名で行ってきました。名古屋から総

勢40名ぐらい参加して､３か所に順番に降ろして

くれて､決まった時間に指定の場所まで戻ってき

て、またバスに乗って帰るというものです｡今回

は､JR大泊駅から松本峠、鬼ケ城跡の見晴らし台

へ行き､そこで七里御浜(日本の渚百選に選ばれ

ている)､獅子岩の風景を堪能し、木本神社からJ

R熊野市駅までというコースでした。今回の山道

にはところどころ石畳みがあって、ときどき広

告の写真にあるような光景を味わうことができ

ました。熊野古道とは、伊勢や大阪京都と紀伊

半島の南部に位置する熊野の地を結ぶ道のこと

を言います。平成16年７月に ｢紀伊山地の霊場

と参詣道｣として、ユネスコの世界遺産に登録さ

れました。スペインのサンティアゴの巡礼道に

続いて｢道｣をテーマにした２例目になります。

熊野古道を歩くルートはいくつかありますが、

代表的なものが紀伊路と伊勢路です｡伊勢路は､

江戸時代以降伊勢参りから西国33か所めぐりへ

むかう巡礼たちがさかんに通った庶民の道と言

われています。有名になった石畳は多雨地域を

通る人のために、道を守るため地元の人々によ

って敷かれました。ウオーキングルートとして

整備されていて､あるくには最適と思います｡今

回の歩行時間は4時間でした。皆さんも一度試し

てみてください。さてクラブの今期の活動も残

すところ２か月弱となりました。そろそろ次年

度への引き継ぎを始めていく時期になっていま

す。震災についてどうゆう応援をしていくかこ

れから次年度執行部とつめていきます。みなさ

んの一層のご協力をお願いすることになると思

います。どうぞ宜しくお願いします。

５月２０日（金) ５月２９日（日） ６月 ３日（金） ６月１０日（金）

例 卓話者：森ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長 ２７日(金)振替日 卓話担当者：髙島 昇君 クラブフォーラム

会 演 題：｢寄付社会に 環境保全活動 卓 話 者：大竹由紀子様 担当委員会

予 ついて｣ ゴミゼロ運動 演 題：演奏 例会運営委員会

定 「癒しのハーモニー」 テーマ

「一年間を振り返って」



おめでとう
・結婚記念日：５月１９日 谷口 伸夫君

・誕生日祝福：

５月 １日 飯田 幸雄君 澄子様

５月 ９日 大竹 薫君

５月２７日 谷口 伸夫君

幹事報告
・4/22 第４回40周年記念誌委員会 於商工会

館 井田委員長以下５名出席。

・4/28 地区国際奉仕委員長会議 於名鉄ｸﾞﾗﾝ

ﾄﾞﾎﾃﾙ 箕輪地区国際奉仕委員出席。

・本日の会合：第14回現・次期理事役員会

第５回OFDY現・次期委員会

・次回の会合：第６回現・次期クラブ協議会

第５回40周年記念誌委員会

・例会変更のお知らせ：別紙。

ニコボックス
○家内の誕生日を祝っていただき。

飯田 幸雄君

○本日の卓話を楽しみにしています。

古橋エツ子君

○地区協議会へ参加の卓話を楽しみにしていま

す。 桜井 雅博君

○労災病院外報を作りました。幹事さんの許可

を得て配らさせていただきます。

勝屋 弘忠君

○ゴールデンウイークが終わろうとしています。

皆さん体のモードを切り替えましょう。

山田 直樹君

○皆様に大変お世話になり、ありがとうござい

ましした。これからもよろしくお願いいたしま

す。 丹羽 敏行君

○ありがとうございました。 森 和実君

○連休に孫の顔を見るために東京へ行って来ま

した。孫から元気をもらって昨日は、８時間か

けて帰ってきました。 伊豆原浩二君

○やっと５月らしい暖かさになってきました。

唐井 仁一君

○地区協議会はご苦労様でした。

加藤 清久君、松原 樹君

○あついくらいですね！ 水野 幸彦君

第14回現･次期理事役員会報告
日時 2011年５月６日（金）13:40～

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

議題 １)ウェルフェアーボーリング大会協賛に

ついて。 （水野社会奉仕委員長）

例年通り協賛することで認承。

２）(5/29)ゴミゼロ運動例会について。

5/27を振替日

（水野社会奉仕委員長）

・ 尾張旭市のゴミゼロに協賛すること

で認承。

名鉄尾張旭駅前ロータリー「健康都

市」広告塔周辺の清掃。

午前8時集合、服装はノーネクタイで

ＲＣジャンパーを着用。

・雨天の場合

午前８時３０分に喫茶「ぶらぼう」

へ集合し例会のみ行う。

３）（6/18）夜間例会の件。

6/17を振替日

（加藤親睦活動委員長）

・日時 ６月18日（土）18:30～20:30

・場所 名古屋マリオットアソシアホテル

その他詳細は早急に打ち合わせを行い

案を提出することで、了承した。

４）次年度プログラムについて。

（西尾会長エレクト）

2011～2012年度クラブ行事予定(案)を提

出し検討した。

・クラブ協議会の開催回数不足、親睦委員

会等、修正する。

５）その他の件。

・大野ＶＴＴ派遣チームリーダー帰国につ

いて。５月15日（日）18:25分に帰国、

出迎えに多くの方に行っていただくよう

お願いがありました。

・６/３例会よりクールビズとする。

第5回現･次期OFDY委員会報告
日時 2011年５月６日（金）理事役員会終了後

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

議題 1)現況報告について。

・22年９月 交換留学生（ジョルダン君）

に対して授業料の一部として30万円の援助

を行った。

・22年12月 旭野高校に全国高等学校ラク

ビー花園出場記念協力金として援助を行っ

た。

２)次年度申し送りについて。

23年度３月11日の東日本大地震に対する

援助金を次年度も継続して行うことを申し

合わせた。

３)次年度委員会役員決定について。

委 員 長 井田 武憲君

副委員長 西尾 輝久君

会計 飯田 幸雄君、書記 桜井 雅博君



委員 山田 直樹君、委員 古橋 裕志君

委員 加藤 清久君。

バナー交換

古橋エツ子君が4/21(木)例会

第２６５０地区

(福井県・京都府・滋賀県・奈良県)

京都北ＲＣでバナー交換をし

ました。

卓 話

△ 地区協議会 開催会場

地区協議会に参加して
会長エレクト 西尾 輝久

2 0 1 1

年 4月16

日 に 行

わ れ た

地 区 協

議 会 の

報 告 を

し ま す。

第 １ 分

科 会 で

は 「 会

員増強」というテーマで行われました。次期松

前ガバナーの病気欠席ということであいさつは

現田嶋ガバナーが代読して次年度の方針を話さ

れました。次期の地区方針として「会員増強と

クラブの活性化」を揚げられ第2760地区の会員

は過去に最大約6400名まで達したが、現在は約4

850名に減ってしまった。何としても5000名に到

達したい、それには各クラブ３％の純増を是非

ともお願いしたいということで、以下の５項目

の重点事項を示されました。

１．退会防止－毎年度末になると退会者が増え

るが、一番多いのは３年未満の若い会員が多い、

そのため新人研修を行う。

２．女性、若手会員の増強－今後は女性や若手

会員を入会させて、クラブの活性化をはかる。

３．30名以下のクラブは特に重点的に考える。

４．職業分類で未充填の部分を見直す。

１．日本のリーダーシップに－日本は従来アメ

リカに次いで２番目の会員数だったが、現在は

インドに抜かれてしまった。そして第2760地区

は日本で一番会員数が多い地区なのでリーダー

シップを発揮して全員がクラブの発展につくし

ていただきたい。

地区協議会に参加して

副幹事 森 和実

これか

ら始まる

年度に向

けての地

区協議会

で、主役

の松前ガ

バナーエ

レクトが

体調不良

のため不在という異例の会議となりました。第2

760地区のためにも、その早い回復が望まれます。

本会議の田嶋ガバナーの挨拶では、ＲＣがこ

れまで行ってきた事業は社会に貢献しており、

東日本大地震災に対して継続した支援をと訴え、

また片山パストガバナーは各クラブ自体を認識

し、ＲＣの決議・綱領に沿って新たな発想に努

力を。目標は「This year is my year」「One

club Onecolor」です。

午後からの第４分科会（社会奉仕・ＲＣＣ・

環境保全）では「各クラブの経験を活かし、Ｒ

Ｃにしかできない活動を」との委員長方針の後、

特にＲＣＣの活動報告が強調されて行われた。

ＲＣＣを地元の人をロータリーの奉仕の輪の中

に巻き込んで共に行動することは、ＲＣの存在

を真の価値を地元の人にアピールできる最高の

手段です。ＲＣＣクラブはＲＩの常設クラブだ

が、ほとんど作られていないので、ぜひ挑戦し

てみてくださいと、名古屋守山ＲＣの活動報告

などが行われました。

その他、環境保全では、動物が年に数万種類

絶滅していく現況を踏まえ、生物多様性にも関

心を持ち取り組んでいただきたい。

各クラブのアンケート調査を取り、報告するの

で、他クラブがどんな活動をしているか参考に、

とのことでした。

地区協議会に参加して
井田 武憲

午後からの第９分科会（会長エレクト・副幹

事・ＳＡＡ・ロータリー情報・ロータリー研

修）ではテーマを「入りては学び、出ては奉

仕」としてワークショプ検討形式で進行されま

した。



主旨説明では、「中

核となる価値観」は、

組織内においてロータ

リアンが何を優先させ、

どのような行動をとる

かという指針を含めた、

組織文化の指導原理を

表すものである。これ

らの価値観はロータリ

ーの長期計画において、

ますます重要性を増し

ている構成要素である。

こうした価値観は当組

織のリーダーシップの

意図と方向性を示す原動力となるものであると

の説明があった。

①中核となる価値観

ロータリーの中核となる価値観は、組織内に

おいてロータリアンが何を優先させ、どうよう

な行動をとるかという指針を含めた、組織文化

の指導原理を表すものである。これらの価値観

は、ロータリーの長期計画において、ますます

重要性を増している構成要素である。こうした

価値観は、当組織のリーダーシップの意図と方

向を示す原動力となるものである。

②奉仕

ロータリーの奉仕活動とプログラムは、さら

なる世界理解と平和をもたらすものであると、

私たちは信じている。奉仕は、私たちの使命の

主要な要素である。私たちは、個々のクラブ計

画と行動を通じて、奉仕する者に無類の喜びを

与え、組織全体の奉仕の文化を創造しているの

である。

③親睦

個人による奉仕活動は個々のニーズに焦点を

当てるものであるが、協力して行う奉仕活動は

人類に奉仕するものであると、私たちは信じて

いる。力を合わせて活動すれば、その力は無限

となり、多くのリソース（資源）をもたらし、

私たちの人生を豊かにし、視野を広げろものと

なる。親睦は、民族や国家といったさまざまな

違いを超越し、寛容の精神へと導くものである。

④多様化

ロータリーは奉仕の理想の下にすべての人々

を国際的に結束させると私たちは信じている。

私たちは、会員組織において、また活動や奉仕

において、職業の多様性を信じている。事業や

専門職務の社会を反映させているクラブが、将

来の繁栄の鍵を握るクラブである。

⑤高潔性

私たちは、活動の結果について、また、目標

達成の過程においても、私たちのリーダーや同

僚会員が説明責任を果たすことを約束し、期待

している。私たちは、仕事においても人間関係

においても、倫理と職業の観点から、常に高い

基準を固く守っている｡私たちは､公平さと尊敬

の念を保ちながら人々と付き合い、また、私た

ちに託されたリソース（資源）を良心的に管理

する。

⑥リーダーシップ

私たちは、それぞれの活動分野におけるリー

ダーから成る世界的な集まりである。私たちは、

指導力を伸展させるとの重要性、および会員の

優れた資質としてリーダージップを信じている。

ロータリアンである私たちは、これらの中核と

なる価値観を率先して実行していくリーダーで

ある。

これらの中核となる価値観はすべて、私たち

が日常使用している「ロータリーの綱領」と

「四つのテスト」に反映されています。これら

の価値観は、人間関係における高い倫理基準を

定め、維持していくため、奉仕の理想を培い、

支持するよう、私たちを鼓舞・激励するもので

ある。

地区協議会に参加して
古橋 裕志

第６分科会に参加して。

各委員会の挨拶、現状、方針等が述べられ、イ

ンターアクト、ローターアクト、ライラ、青少

年交換委員会、等各テーブルに別れ、私は青少

年交換委員の席に着き、現状の交換留学生に対

しましてグループディスカッションをさせてい

ただきました。その後各グループ別の発表があ

り、現状報告、意見等多くの問題が提示されま

した。

△次年度のＲＩテーマです。


